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P 型 1 級 表 示 機
（部屋番号表示付）

施工･取扱説明書

このたびは、弊社のP型1級表示機（部屋番号表示付）をご採用いただき、
まことにありがとうございます。
本機を正しくお使いいただくために、この説明書をよくお読みください。
なお、この説明書は大切に保管してください。

ここでは本書の使い方や、本書で使用する警告表示やマークの意味などに
ついて説明しています。

本書は表示機の施工・運用について、対象者別に分けて説明しています。
必要な箇所をお読みください。

… 表示機の施工を行う方が対象です。
準備･設定方法などについて説明しています。

… 表示機の操作を行う方が対象です。
取り扱い方法などについて説明しています。

警告表示は、警告文と警告レベルを表す記号の組み合わせで表示されます。

警告
取り扱いを誤った場合、使用者が重傷や傷害を負うか、防災機能
の一部に重大な悪影響を及ぼすおそれがあることを示しています。

危険・警告・注意を促す内容があることを示しています。

行為を強制したり、指示したりする内容を示しています。

注意

取り扱いを誤った場合、使用者が傷害を負うか、防災機能に悪影
響を及ぼすおそれがあることを示しています。
また、防災機能を長期にわたって有効に活用する上で、ぜひ守っ
てほしい事項について示しています。

禁止内容を示しています。

ここでは表示機の設置、設定などについて説明しています。

故障や誤動作を防ぐため、以下の場所に設置してください。
■直射日光の当たらないところ、暖房やボイラーなどから

熱風が直接当たらないところ。
■水滴、蒸気、ほこり、腐食性ガスなどがかからないところ。
■振動の少ないところ。
■周囲に操作上支障となる障害物のないところ。
■常に人がいて、表示機の状態を確かめられるところ。
■周囲の温度が０℃～４０℃、湿度が20～80%(RH)で結露しない

ところ。
■水平に取り付けられるところ。

ここに示した注意事項は、製品を安全にお使いいただき、お客様やほか
の人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。
ご使用になる前に、「安全上のご注意」をよくお読みの上、本機を正し
くお使いください。

機器が故障したときは、すみやかに保守点検先に連絡してくだ
さい。故障を放置すると正常に機能しません。

警告

保守点検者以外は本機内部に手を触れないでください。感電・
故障のおそれがあります。

警告

通常は音響を停止しないでください。火災時に警報音がでない
ため、避難・消火活動が遅れるおそれがあります。

警告

機器は必ず手で操作してください。手以外では確実な操作がで
きず、機器を破壊するおそれがあります。

注意

機器の正しい取り扱いを理解し、緊急時の使用に備えてくださ
い。緊急時の対応が容易になります。

注意

機器はその重量に十分耐えるよう強固に取り付けてください。
強固に取り付けなかった場合、脱落を引き起こし、けがの原因
になります。

注意

キャビネットに直接穴をあける場合は、切りくずが回路部に入
りこまないよう、十分注意してください。ショートや故障の原
因となります。

注意

固定設定のスイッチは設定を変更しないでください。設定を変
更すると、表示機が正常に動作しません。

注意
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受信機側にて、以下の設定を行ってください。
■表示機接続台数の設定（データベース設定）
■対表示機伝送速度の設定（データベース設定）

表示機内部（扉裏面）のディップスイッチ（SWD）で、下記①②の設定
を行います。表を参照して間違いのないように設定してください。

裏面の回路図・接続図を参照してください。
なお、最終アドレスとなる場合、ITXA，ITXB端子間に120Ω，1/2Wの
終端抵抗（付属品）を取り付けてください。

【注意】
・本機は最大で15台接続することができます。
・受信機からの電源供給には条件があり、別電源を必要とする場合が

ありますので、受信機の施工説明書を参照してください。

TN51594 0◇

ＯＮ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

① 1～4ビット
表示機のアドレス設定

ON

OFF

② 8ビット

　　　　〇：ON
×：OFF

【注意】
表示機のアドレスは空き番号がないように設定してください。
空きアドレスがあると受信機で異常表示します。

地区表示窓の板の取り付け・取り外し方法については、受信機の施工説
明書を参照してください。

機器保護用のビニールシートは輸送時の保護用です。
搬入後には速やかにはがしてください。
はがさない場合、塗膜劣化の原因となるおそれがあります。

注意



ここでは表示機の操作方法などについて説明しています。
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お問い合わせは…

P型1級表示機（部屋番号表示付）

FIPJ104-H2-10L～20L

部 屋 番 号 表 示

主 音 響 装 置

環 境 条 件

主 材

仕 上 げ

質 量

地 区 灯

構 造

回 線 数

型 名

種 別

FIPJ104-E2-30L・40L FIPJ104-A2-50L～100L

接続可能受信機

10,15,20 30,40 50,60,70,80,90,100

約4.0kg

露出・壁掛型

赤色発光ダイオード（DC24V,2mA）

赤色7セグメント 5桁,1窓

電子ブザー内蔵（DC24V,15mA）

使用温度範囲：0℃～40℃　／　使用湿度範囲：20～85%（RH）（結露なきこと）

・進PⅡ FAPJ/FCSJ103シリーズ（H付タイプ）
・進PⅢ FAPJ/FCSJ104S（多回線タイプ）シリーズ
　（進PⅢ FAPJ/FCSJ105S（少回線タイプ）シリーズには接続不可）　

約7.0kg 約13.0kg

焼付塗装 ノーミホワイト（NW）マンセルN8.7 半ツヤ近似色

鋼鈑（t1.2）

地区灯

地区表示窓

「この機器の音を止める」スイッチ

電話ジャック

音響孔

電源灯

部屋番号表示

「表示を送る」
スイッチ

■監視時

電源灯（青緑）が点灯します。

点灯

■火災時（部屋番号が設定されている回線/感知器の火災発報時）

〔1報目発報時〕地区灯点灯、音響鳴動、部屋番号表示を行います。

〔2報目発報時〕地区灯が点灯します。

地区灯点灯

部屋番号表示

音響鳴動

■表示送り操作

2報目発報時に、「表示を送る」
スイッチを操作する事により、
後続の部屋番号を確認する事が
できます。（最大20報・発報順）
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電源回路 制御・表示回路

LD5 LD4 LD3 LD2 LD1

LPW 電源灯

LD1-5 部屋番号表示

SWN 表示を送るスイッチ

次の表示機へ
※２

鋼鈑（パネルt1.2 本体t1.6）

押すと音響鳴動が停止しスイッチ内照灯が点灯します。
ロック式スイッチのため、押したままにすると
連続停止（鳴動停止状態）します。

※１

・送受話器を使用する場合は別途手配をお願いします。

適用電線範囲はφ0.65mm～1.6mmの単線です。
これ以外の電線は使用できません。
また、端子1つに対し、差し込める電線は1本です。
2本以上差し込む場合は、スリーブや中継端子などで
電線をまとめてから1本にして差し込んでください。

■差し込み端子の接続
①電線の被覆を8mmむきます。
②電線の被覆をむいた部分が見えなくなるまで端子に

差し込み、引いて抜けない事を確かめます。

■差し込み端子のとりはずし
電線をはずすときは、差し込み端子の上部にある
ボタンをマイナスドライバーなどで押しながら、
電線を引き抜いてください。

・推奨適合工具
マイナスドライバー （呼び4.5×50mm）


